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5.  国際性：国際的に活動し
国際社会に貢献する高
い意識と意欲
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 以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．  研究テーマの意義：社会の諸事象に関わる問題を発見し、それを解決することが学術的、もしくは、社会に対する貢献に繋が

る十分な意義を有すると認められるか。

2．  先行研究の理解：研究テーマと関連する既存の理論と研究を広範かつ精確に把握し、客観的に評価が行われているかが問

われる。また、その理解にもとづき、自己の研究が文献に対していかなるユニークな貢献を果たし得るのか、社会・経済、都市

環境、経営組織とそこで働く人々にとって如何なる貢献或いは価値を持ち得るか、等について深く議論されているか。

3．  研究方法の理解と妥当性：研究テーマを探求するための方法（論証、実験、シミュレーション、調査、サーベイ等の設計とデ

ータの解析、等）を深く理解し、研究テーマの探求に向け、それを使いこなすスキルを十分に修得したと評価し得るか。

4．  研究結果の提示と解釈の妥当性：研究結果を学術的に提示するスキル、及びそれを演繹的、或いは帰納的に解釈する思考

力を備えていると評価し得るか。

5．  研究総括：上記1〜4のステップを俯瞰し、また、自己の研究の強みと弱みを客観的に評価したうえで、学術的貢献性、及び、

将来の研究動向に向けて意義のある議論を展開出来ているか。

6．  オリジナリティ：既存の知見に対して新知識を付加するオリジナル・リサーチと呼ぶにふさわしいか。

7．  論文の形式：論文に用いられた文章表現の的確さ、図表・文献の提示や引用、及び文献リストの作成が学術論文としてふさ

わしい水準に達しているか。

＜最終試験に係る基準＞

1．【研究力】社会工学分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自立して研究計画を遂行できるか。

2．【専門知識】社会工学分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力を有しているか。

3．【倫理観】社会工学分野の高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識を有しているか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

 博士論文審査委員会の審査委員は、主査１名、副査3名以上の構成とする。主査ならびに副査２名以上はシステム情報工学

研究群大学院担当教員とし、副査の内１名以上は社会工学学位プログラム担当以外から選出する。

 主査は、博士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.〜7.の

評価項目すべてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格と

する。
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・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、一般入試、及び、社会人特別選抜

等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験を必須とする。

・内部進学制度選抜では、社会工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及び

研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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